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2020/12/20Ｎｏ．１０－１

学協会への社員入会企画

会社が抱える問題

・５年先が見えない

・新分野探索が要

・調査に人と金が要

企業経営者へ向けて

本企画の効果

・生の情報入手

・人脈形成可能

・安価な調査費用

・人材育成も可

・学協会へ社員を

入会させ調査をさ

せる

企画内容

2020/12/20Ｎｏ．１０－２

入会させる社員の要件

学協会で調査する社員の選定は大切です

・ 会社の実情を理解した中堅社員を選ぶ

・ 兼任とすると低効率なので調査専任とする

・ あまりノルマを与えないで自由に５年先を調査させる

企業経営者へ向けて
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５年先の学協会調査に対する反対意見

現在の製品・技術で満足する会社
１年後の開発に注力する会社

５年先
企業経営者へ向けて

陳腐化に耐えられるか？ 海外企業のスピードに勝てるか？

2020/12/20Ｎｏ．１０－４

【事例１】

機械会社が同じ分野を追求するケース

同じ分野の機械学会に入会

⇒ ５年先に海外が追随できな

いような研究テーマはあるか？

ブランディングをふまえた調査

⇒ 顧客満足度を得ること

○長寿命 ○品質 ○継続性

○事故対処能力 など

3

4



2021/1/16

3

2020/12/20Ｎｏ．１０－５

【事例２】
機械会社が異分野へ展開するケース

初めて生化学分野の学協会へ入会

⇒ ５年先バイオテクノロジーの調査
異分野突入調査

⇒ 調査の効率化

○キーパーソンと連携

○生情報ゲット

企業経営者へ向けて
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